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自己紹介

� 名前: nosuke

� 職業: ソフトウェアエンジニア (多分)

� Hack the Cell以外でのCellとの関わり

� 第1回Cell Speed Challenge参戦

� 4位という微妙な結果

� Cell搭載セット用ソフトウェア開発にちょびっと関係

� 謎の分散処理フレームワークの開発に携わる

� 趣味で2chのトリップ検索ツール開発

� 夏コミでCell本を出そうかと画策中？





Hack the Cell '09について

� 結果: 97倍くらい

� bitslice使用

� C言語にこだわってみた

� MTの上っ面だけ見て最適化

� 他の人があんまりやっていなそうなところ

� volatileを使った最適化

� lnop挿入

� XORの調整



volatileを使った最適化

� コアループで使う配列の一部にvolatileを付加する

� その配列がレジスタに割り付けられなくなる？

� その結果、他の配列がレジスタに割り付けられやすくなる？

� 何だかわからんけど効果は抜群

4532844volatileなし

3034665volatileあり

vec_uint4 vd;
volatile vec_uint4 vdsum[4];
vec_uchar16 vcsum[2];



lnopの挿入

� コアループの直前にlnopを2個挿入

� LS上の命令の配置をずらすことを狙って実施

� 実際にずれたから速くなったのかは未調査

� 効果はあんまり大したことない

si_lnop();
si_lnop();

for (i = 0; i < blocks; i++) {

30672853個

30346652個

30626261個

3048645なし



XORの調整

� 複数の変数のXORを求める際にどうまとめるか

� まとめ方とか、引数の順番とかで結構性能が変わる

� 勘を頼りに当たりをつけ、ひたすら入れ替えて実行

#define XOR3(A, B, C) spu_xor(B, spu_xor(C, A))
...
x22_29 = spu_xor(x1[22], x1[29]);
x18_29 = spu_xor(x1[18], x1[29]);
x8_30 = spu_xor(x1[8], x1[30]);
x20_31 = spu_xor(x1[20], x1[31]);
x28_31 = spu_xor(x1[28], x1[31]);
x9_13_20_24_31 = XOR3(x1[31], x9_20, x13_24);
x1_5_9_20 = spu_xor(x1_5, x9_20);



celltripper

� 2chのトリップ検索ソフト

� 2007年11月頃に趣味で作成
� 全然SPEのプログラムとか作らせてもらえなかったので・・・

� CellのSPEを使用してDESを演算
� PS3だとSPEは1コアから6コアまで使用可能

� bitslice DESを採用

� 最近団子さんが突然DES演算部分をチューニング

� 6SPEで11710kトリップ/s

� 参考: Core 2 Duo 3GHzで2685kトリップ/s (VecTripper)

� マッチングが違うので単純に比較できないけど・・・

� ソースごと公開しているので興味があればどうぞ



CellはDMAが入ってからが本番

� DMAが入るといっそう謎が深まる

� 上の方にダミーの関数を置くと速度が変わる

� LSの上のデータ配置が効いてくる？

� 実行コードとDMAでの送受信データ用領域が離れるから？

� 1個投げて待つより、同じのを複数投げた方が速い

� 複数SPEがあるSPEのLSへ同時にDMA書き込みする場合

� 衝突した際の再スケジューリングが厳しい？


